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 寒地土木研究所では、釧路港西港区で環境共生型港湾構造物として整備中の島防波堤背後盛

土において、藻場機能の評価に関する調査・研究を実施している。この藻場機能の評価にあた

っては、海藻の現存量、種類組成等の把握のほか、水温・塩分・濁度といった環境因子を把握

することも重要である。これまでは年３回の観測としてきたが、季節変動などをより詳細に把

握するため、道東支所では平成 21 年度より、月２回の定期水質観測を実施している。 
 本報告は、この観測結果から釧路港海域の環境特性である、濁度、塩分と波浪、河川流量を

考察するとともに、島防波堤背後盛土上で環境因子が海藻生育に与える影響について整理、解

析したものである。 
 

キーワード：自然環境、保全・共生、基礎技術  
 
1.  はじめに 
 
 近年、港湾構造物では、自然環境と調和する機能

が求められている。北海道東部に位置する重要港湾

である釧路港では、島防波堤に航路から発生する浚

渫土砂を利用して水深の浅い背後盛土を造成し、本

体直立部の補強により、コストの縮減、越波による

伝達波の低減に加えて、背後盛土上の藻場の創出を

計画している。1998 年６月には「環境と共生する港

湾（エコポート）」として認定されるとともに、島

防波堤が「水生生物との協調型防波堤」として、全

国初の防波堤構造物として整備が進められることと

なった１）（図-1）。 
 背後盛土のうち、試験区間として延長 100mが

2006 年に完成している。天端高は-1ｍとなってお

り、現在まで４年が経過し、ナガコンブ等が多数繁

茂し、生物についてもハナサキガニやアイナメ等が

蝟集している。 

 本報告では、海藻類の生育環境因子である物理的

要因等（表-1）２）のうち、濁度、塩分、淡水（河川

水）について現地観測した結果と考察を行う。 

 

2.  釧路港周辺の概要 

 

 釧路港は北海道東部に位置しており、屈斜路湖を

水源とする釧路川と、阿寒湖を水源とする阿寒川に

挟まれており、底質は砂質となっている。 

 気候は、夏は海霧が多く発生して涼しく、秋冬は

日照率が高く穏やかな日が続き、降雪が少ない３）。 

 波浪は太平洋に面しているため、夏期は沖合のう

ねりの影響を受けて波が高いが、冬期は北から北西 

の風が吹き、静穏な日が多くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図－1 釧路港島防波堤のイメージパース 

 

表－1 藻類の生息環境因子 

物理的要因 光（光量子量） 

付着基質（浮泥の状況、他） 

温度（海水温） 

淡水（河川水、降雨等） 

科学的要因 塩分 

栄養塩類（窒素、他） 

光合成を行うための遊離二酸化炭素 

ｐＨ 

汚染（有機質、無機質、生物質） 

動力学的要因 海水の流動（海流、波浪、潮汐、湧昇

流） 

潮汐による干出 

風 



 

3.  調査概要 

 

(1)調査時期 

 調査は表-2 のように月２回の観測となるよう計

画し、計 12 回行った。 

 

  表-2 調査時期一覧 

月 日 気温 水温 

３日 12℃ ６℃ ６月 

15 日 11℃ ８℃ 

６日 18℃ 13℃ 

17 日 17℃ 12℃ 

７月 

27 日 16℃ 13℃ 

３日 16℃ 13℃ ８月 

17 日 15℃ 15℃ 

７日 18℃ 16℃ ９月 

18 日 17℃ 16℃ 

10 月 16 日 11℃ 12℃ 

５日 12℃ 11℃ 11 月 

19 日 5℃ ８℃ 

 

(2)調査箇所 

 調査箇所を表-3、図-2 に示す。釧路港湾事務所

の港湾業務艇「たんちょう」に乗船し、海域で５地

点の観測を行い（写真-1）、その後、乗用車で陸域

（河川）５地点の観測を行った。なお、釧路川河口

を除く河川での観測は事前に踏査をしたところ、足

元が不安定であり危険なため、河口より直近の道路

橋より垂直に観測機器を降ろして調査を行った。 

 

  表-3 観測地点一覧 

ｓｔ Ｎｏ． 観測箇所 

st1 島防波堤背後盛土東側 

st2 同上西側 

st3 同上中央 

st4 西港区西口 

st5 西港区東口 

st6 阿寒川 大楽毛橋 

st7 星が浦川河口 

st8 新釧路川 西港大橋 

st9 釧路川河口 

st10 釧路川 久寿里橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 釧路港位置図、周辺観測点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 港湾業務艇上での観測の状況 

 

(3)観測機器の概要 

 観測機器は道東支所に配備されたＪＦＥアレック

株式会社製の「Conpact-CTD計」を用いた（写真-

2）。深度、水温、塩分、濁度、クロロフィルの各

センサ（写真-3）を備え、0.1mごとのデータを自動

的に記録し、インターフェ－スを介してノートパソ

コンと接続すれば、観測したその場でデータを確認

することができる。また、本体だけでは重量が軽く

潮流が速い箇所では、容易に流されることから、釣

り用のオモリを本体に巻き付けて重量を増してある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 Conpact-CTD計（右）とｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ（中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      写真-3 各種センサ 

 

 深度センサ

 塩分センサ

 クロロフィル・
 濁度センサ

 水温センサ



 

4.  観測結果と考察 
 

(1)濁度の鉛直分布 

 海域の５地点について、図-3～7 に各観測地点に

おける濁度の鉛直分布を示す。なお、グラフは毎月

中旬の観測結果のみを表示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図-3 濁度分布（st1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図-4 濁度分布（st3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図-5 濁度分布（st2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図-6 濁度分布（st4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 濁度分布（st5） 

 

なお、一部で表層の数値が高いのは、近傍での土

砂投入工事の影響である。 

 島防波堤背後と西港区の西口となるst1～4 は０

～10FTUとおおむね似た傾向を示している。st5 の

ばらつきが他の地点より若干多いのは、すぐそばに

新釧路川が流れているため、降雨による流量の増に

影響を受けているためと思われる。また、どの地点

も水深２ｍ付近で急激に濁度量が増えている日があ

る。これは島防波堤背後で土砂の投入工事を行って

いた日であり、波浪や降雨の影響ではないと考えら

れる。島防波堤は地点間の距離が 50mほどであり、

特に目立った違いは見受けられない。また、どの地

点も水深 12m付近から濁度量が増大する傾向がある

ことがわかった。st5 で、７月 17 日だけが水深８

ｍに向けて急激な増加を示しているが、その原因は

いまのところ不明である。 

 

(2)塩分量の鉛直分布 

 次に図-8～13 に海域と河川の代表的な観測地点

における塩分量の鉛直分布を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図-8 塩分分布（st3） 
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図-9 塩分分布（st4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図-10 塩分分布（st5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図-11 塩分分布（st8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図-12 塩分分布（st9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図-13 塩分分布（st10） 

 

海域であるst3、4 は両地点とも、おおむね水深

２～３ｍで塩分の少ない表層と、通常海水の塩分濃

度である 30～34‰となっている海水層に分けられ

ることがわかった。新釧路川に近いst5 も、河川水

の入り交じっている深さは他の地点と大差のないこ

とがわかった。st8 は河口に近いが、0.07‰前後で

あり、淡水であることがわかる。st9、10 は海域と

似た傾向であり、汽水域となっている。特にst10

は河口から約 1.5 ㎞内陸でも、海水が入ってきてい

ることが確認できた。 

 

(3)濁度、塩分の平面分布 

 島防波堤背後小段の高さである、水面から 1mで

の濁度、塩分の平面分布を図-17に示す。なお、工 
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事等による異常値は除外している。濁度は供給源と

思われる河川が高く、沖にある島防波堤に向かって

低くなり、塩分は逆に、河川は低く、島防波堤に向

かうにつれて高くなることが確認できた。 

 

(4)波浪と濁度の関係 

 波浪と濁度の関係について、時系列で整理したも

のを図-15 に示す。波浪データは釧路港湾事務所で

管理している釧路市千代の浦沖、約７㎞に設置して

ある超音波式海象計で計測されているものであり有

義波を使用した。なお、確定値ではなく速報値を使

用している。 

 濁度については背後盛土上の藻場と同じ水深とな

る、「-1ｍ」での値とした。また、測定した単位は

「ＦＴＵ（ホルマジン度）」だが、「ｐｐｍ」に変

換している。なお、図中の７月 17 日、７月 27 日、

８月３日、10 月 16 日は近傍で背後盛土の投入工事

が行われていたために濁度の値が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図-15 st3 での波浪と濁度の時系列 

 

 工事の影響を受けていない観測日を見てみると、

高波浪時の２～３日後に濁度が上昇しているという

傾向が現れている。 

 次に、波浪と濁度の相関を図-16 に示す。過去の

調査 4）では、ナガコンブの生存に必要な日補償光量

0.52mol/day/m2 を下回る時の濁度である 7.2ppm以

下とするには日最大有義波高が 1.9ｍ以下でないと

ならないが、今回の観測では相関式より 4.03mまで

の波高でも超えないという結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図-16 波浪と濁度の相関 

 

(5)河川流量と濁度の関係 

 河川からの流量が濁度に及ぼす影響を時系列で整

理したものを図-17 に示す。なお、河川流量は新釧

路川の値を用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図-17 st3 での新釧路川流量と濁度の時系列 

 

 図の内、７月 17 日、７月 27 日、８月３日 10 月

16 日は波浪の場合と同じく工事の影響があった日

である。それ以外の観測日では、河川流量が低い時

と高い時で明確な差は見られなかった。特に８月

17 日と 11 月 19 日では、流量がほぼ同じであるの

に対し、濁度は２倍以上の開きがある。また、９月

７日～11 月５日は夏期の流量より少ないにも関わ

らず、濁度は上昇している結果となった。これは、

河川出水以外の要因があるものと推察される。また、 

今回の観測では、河川流量と濁度の関係に明確な相

関は見られていない。 

 

(6)河川流量と塩分の関係 

 新釧路川流量と塩分の時系列を図-18 に示す。塩

分は河川流量が増えた日は減少し、逆に流量が少な

い日は塩分量が増えていることがわかる。図-19 に

示した河川流量（日最大流量）と塩分の相関でも、

両者は反比例している傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図-18 st3 での新釧路川流量と塩分の時系列 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図-19 新釧路川流量と塩分の相関 
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5.  まとめ 

 

 以下に観測結果と考察についてまとめる。 

(1) 濁度の平面分布は、陸から沖に向けて減少し、  

塩分量は逆に増加していることがわかった。 

(2)水深-1mでの波浪と濁度の関係では、高波浪日の

２～３日後に濁度が上昇していることがわかった。 

(3)水深-1mでの河川流量と濁度の関係では、明確な

相関が見られなかった。 

(4)水深-1mでの河川流量と塩分の関係では、流量が  

増えるにつれて塩分が減少するという反比例の  

関係が確認できた。 

(5)海藻生育に与える影響として、濁度は 7.2ppm以

下であり、塩分濃度も通常の海水と同程度であるこ

とがわかった 

以上により、海域の濁度は波浪に起因し、塩分に

ついては河川流量に影響されることがわかった。ま

た、海藻生育に与える影響についても問題ないこと

がわかった。 

 

6.  今後の課題 
 

 本報告では平成 21 年６月～11 月までの観測結果

をとりまとめたが、今後、年間を通した観測を行い、

各季節の海域特性が把握できるようにする必要があ

る。特に、河川流量と濁度に明確な関係が見られな

かったため、流量の多くなる春先の出水時の観測を

行って影響を確認する必要がある。 

 今回、道東支所の研究員が観測を行うことで、現

地の状況を確認しながら月２回程度、あるいは高波

浪後の観測を行う事が出来た。今後も観測を継続し、

きめ細かいデータを取得する予定である。 
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